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UAV による空撮監視カメラによる
連続計測

スマホによる
機動的計測

河床埋め込み
センサーによる
土砂・せん断応力・
乱れの計測

水中通信による
リアルタイム
モニタリング

河川の洪水は，水災害や水資源に直接関わるものであり，また水
辺の環境や生き物にとっても大きな影響を与えるイベントです．
一方で，人的なリソース等の制約もあって，洪水によりどれくらい
の流量が流れたか，といった基本的な情報も，かならずしも十分
にはできていないのが現状です．このような状況を踏まえ，洪水
観測の高度化を限られたリソースで行うための研究成果の紹介
を行います．

可視化洪水計測（リモートセンシング）による洪水流の計測の省
力化，水中音響や水圧の変動データを利用した，土砂移動状況
の実測を通して，洪水現象を定量的に把握して，水災害対応や河
川環境管理の高度化のための基盤となる情報を提供します．
可視化洪水計測は，計測位置・角度の同定をスマートフォン内蔵
センサー群を活用することで，自動化して，機動的な観測を実現
する点に新規性があります．
水中音響計測は，既製・汎用パーツを組み合わせ，省コスト化・小
型化を図っている点に新規性があります．これにより多地点での
同時計測が可能となります．
今後は，計測データを組み合わせ，また数値モデルとの融合によ
り洪水現象をリアルタイムに把握することを目指します．
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・担い手不足がすでに顕在化している洪水観測業務を，
高度化しつつ省力化

・農業の自動化・機械化

・運動の分析・実験を行うツール（教材）として展開

・観測態勢・機器・インフラが不十分な地域での環境計
測を実施するプラットフォームとして利用

観測技術の概要図　洪水流の表面を可視化計測して，表面の流
速分布を計測します．河床には，河床の石と同程度のサイズのセ

ンサーを配置して，河床付近で移動する土砂や，流れの状態を実

測します．図の太字が実証試験を進めているもので，細字は今後

実施する計画のものです．

洪水流の表面の映像の例　洪水流の表面には洪水流の乱れに
よる波紋や流木等の流下物などが，映像上の模様として移動して

いきます．この模様の移動を分析し，実空間座標に展開すること

で洪水流の計測を行います．

水中音響センサー　河床に存在する礫（直径20cm程度の石）と
同程度の大きさ・形状のセンサーを設置することで，自然状態の

河床での石礫の移動や河床に作用する力の移動を計測します．
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